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第 54 回

日本小児神経学会近畿地方会

プログラム

日　　　 時：平成 25 年 10 月 26 日（土）13 時 25 分から

会　　　 場：大阪市立大学　医学部学舎　４Ｆ大講義室

　　　　　　　　　〒 545-8585　大阪市阿倍野区旭町 1-4-3　

　　　　　　　　　JR・地下鉄「天王寺」、近鉄「大阪阿部野橋」より西へ徒歩約 10 分

会　　　 長：服部　英司

　　　　　　　　西宮すなご医療福祉センター

特 別 講 演：「多発性硬化症の治療戦略‐2013 年の現状と今後の展望」

　　　　　　 田中　正美先生

　　　　　　　　国立病院機構宇多野病院　多発性硬化症センター

受　　付：12 時 55 分より。

参 加 費：登録会員は無料。当日の会員登録、年会費納入受付を行います。

　　　　　当日参加は参加費 2,000 円（抄録集を含む）となっています。

発　　表：口演 6分、討論 4分、PC（Windows）、プロジェクターを使用します。

　　　　　発表図表等を CD-R にして 10月 21 日（月）迄（必着）に担当会長宛にお送り下さい。

　　　　　 《送付先》　〒 663-8131　西宮市武庫川町２−９

　　　　　　　　　　 西宮すなご医療福祉センター

　　　　　　　　　　 第 54 回日本小児神経学会近畿地方会　会長　服部　英司　宛

総　　会：15 時 30 分から 15 時 40 分に行います。登録会員は出席して下さい。

そ の 他：日本小児神経学会専門医制度にて、発表筆頭者 3単位、連名者 1単位、参加者 5

　　　　　単位、又日本小児科学会専門医制度の研修会として 4単位算定できます。

運営事務局　：　〒 532-0004　大阪府大阪市淀川区西宮原一丁目 8番 29 号

　　　　　　　　テラサキ第 2ビル 8階　株式会社コネット内

　　　　　　　　TEL：06-6398-5745　FAX：06-6398-5746

　　　　　　　　E-MAIL：kjscn@conet-cap.jp

〔 〕
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開会　13：25　服部　英司　会長

けいれん・薬剤治療　座長　池田　妙　（大阪府立母子保健総合医療センター　小児神経科）

13:30-14:10

　１．小児のけいれん重積に対するフォスフェニトインの効果
中野こども病院　　　　　　　　　村上貴孝、石井紘介、鷲尾隆太、副島和彦　

木野仁郎、保坂泰介、笠原道雄、寺口正之　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圀府寺　美、木野　稔

　２．急性期よりフェノバルビタール大量療法を行った難治頻回部分発
　　　作重積型急性脳炎の男児例 

滋賀医科大学　医学部小児科　　松井　潤、吉岡誠一郎、西倉紀子、高野知行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内義博

　　　　　　近江八幡市立総合医療センター　　　 　　小児科　　松井　潤

　３．ケトンフォーミュラ ® の長期使用によるビオチン欠乏のため脱毛を
　　　をきたした1例：ケトンフォーミュラ ® 使用の際はビオチン補充を

滋賀県立小児保健医療センター　　　　小児科　　野崎章仁、熊田知浩、日衛嶋郁子、林　安里

森未央子、柴田　実、宮嶋智子、楠　隆　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井達哉

　　 　　兵庫県立大学　環境人間学部   食環境解析学教室　　渡邊敏明

　４．3日間のピボキシル基含有抗菌薬投与後に低血糖を認めた急性脳
　　　症の 1例

兵庫県立こども病院　　脳神経内科　　西山将広、田中　司、藤田杏子、丸山あずさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永瀬裕朗

　　　　　　　　　　　　　　　　救急集中治療科　　竹田洋樹、上谷良行

腫瘍・関連疾患　座長　松阪　康弘　（大阪市立総合医療センター　小児脳神経外科）

14:10-14:40

　５．診断に至るまで長期間を要した神経腸管嚢胞の 1例
大阪市立総合医療センター　小児脳神経外科　　松阪康弘、馬場良子、渡部祐輔、坂本博昭　

　６．結節性硬化症の腎血管筋脂肪腫への Everolimus 投与とその評価
加古川西市民病院　　　　小児科　　足立昌夫、親里嘉展　　　　　　　　　　　

　７．治療経過中に腫瘤性病変が明らかとなった Opsoclonus-myoclonus-
　　　ataxia syndrome の 1例

大阪市立総合医療センター小児医療センター 　小児神経内科　　温井めぐみ、川脇　壽、森川聖子、辻ひとみ

服部有香、堀野朝子、九鬼一郎、岡崎　伸　

小児外科　　三藤賢志、高間勇一、中村哲郎　　　　　　
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重症児・知的障害・発達障害　座長　大谷　早苗　（西宮すなご医療福祉センター）

14:40-15:20

　８．重症心身障がい児・者の地域生活支援のための聞き取り調査
西宮すなご医療福祉センター　　　　　　　　　大谷早苗、神谷　宣、里ゆかり、松下彰宏　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘆野二郎、服部英司

　　　　　　　　関西福祉科学大学　　　　　　　　　立花直樹

　　　　　　　　　　兵庫医科大学　　　　小児科　　皆川京子

　　　　　　　　兵庫県立塚口病院　　　　小児科　　毎原敏朗

　９．当院における人工呼吸管理患児への療育支援の現状
　　　　   愛仁会リハビリテーション病院　　　　小児科　　李　容桂、寺田明佳

　　　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション科　　藤井優子、住田幹男

　10．夜間排尿習慣を呈し夜尿症と思われていた発達障害児の 1例
　　　　京都府立舞鶴こども療育センター　　　　　小児科　　四方あかね、松原優理

　11．Sotos 症候群責任領域の欠失と CMT1A 責任領域の重複を認めた精
　　　神運動発達遅滞の 1歳女児

京都大学医学部附属病院　　　　小児科　　粟屋智就、井手見名子、齊藤景子、吉田健司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤竹雄

　　　　　　　　お茶の水女子大学　遺伝カウンセリングコース　　沼部博直

－ 15:20 ～ 15:30　休憩－

－ 15:30 ～ 15:40　総会－

特別講演　司会　服部　英司　（西宮すなご医療福祉センター）

15:40-16:40

　「多発性硬化症の治療戦略 -2013 年の現状と今後の展望」
　  国立病院機構宇多野病院　多発性硬化症センター　田中正美　先生

てんかん・脳炎・脳症　座長　永瀬　裕朗　（兵庫県立こども病院　脳神経内科）

16:40-17:20

　12．乳児期早期に部分発作の群発で発症し、SCN2A 遺伝子変異を認め
　　　た局在関連てんかんの男児例

大阪府立母子保健総合医療センター　　小児神経科　　木村貞美、利川寛実、木水友一、池田　妙　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最上友紀子、柳原恵子、鈴木保宏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺伝診療科　　岡本伸彦

　　　　　　　　　　横浜市立大学　　　　遺伝学　　才津浩智、松本直道

　13．多相性散在性脳脊髄炎（多相性 ADEM）としてフォローしている
　　　6歳男児例
　　　　　　　　　　　清恵会病院　　　　小児科　　東川幸嗣、田中啓子
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　14．頭痛を契機にみつかった可逆性脳梁膨大部病変を伴う軽症脳炎脳
　　　症（clinically mild encephalitis/encephalopathy with a reversible 
　　　splenial lesion ; MERS）の一例

大阪府立母子保健総合医療センター　　　脳神経外科　　横田千里、竹本　理、山田淳二　　　　　　

　15．急性脳症治療を目指した一般人口研究のための予備的研究
　　　　　　　　加古川東市民病院　　　　小児科　　佐々木香織

兵庫県立こども病院　　脳神経内科　　永瀬裕朗、丸山あずさ、藤田杏子、西山将広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　司

　　　　　　　　　　　　　　　　救急集中治療科　　上谷良行

　　　　　　　　　　明石市民病院　　　　小児科　　貫名貞之

　　　　　　　　　　小野市民病院　　　　小児科　　宅見　徹

　　　　　　　　加古川西市民病院　　　　小児科　　親里嘉展、西山敦史

　　　　　　　　姫路聖マリア病院　　　　小児科　　河田知子

　　　　　　　　西脇市立西脇病院　　　　小児科　　佐伯啓介

　　　　　　　　　姫路赤十字病院　　　　小児科　　佐竹恵理子、高見勇一

筋・運動関連疾患　座長　粟屋　智就　（京都大学医学部附属病院　小児科）

17:20-17:50

　16．発作性運動誘発性舞踏アテトーゼ（PKC）に対してラモトリギン
　　　が有効であった 1例

大阪市立大学大学院医学研究科　 発達小児医学　　服部妙香、田中勝治、山下加奈子、匹田典克

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸俊之、新宅治夫

　17．乳酸・ピルビン酸高値を認めず、筋緊張低下と感染時の筋力低下
　　　より診断した Complex Ⅳ欠損症の男児例

大阪大学　　　　小児科　　富永康仁、岸本加奈子、谷河純平、新寶理子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山崎早苗、中野さやか、岩谷祥子、青天目信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下野九理子、永井利三郎、大薗恵一

　　　　　　　　　千葉こども病院　　　　代謝科　　村山　圭

　18．アセチルコリンエステラーゼ欠損型先天性筋無力症候群の臨床的
　　　特徴と治療経過

国立病院機構宇多野病院　　　　小児科　　苛原　香、鈴木理恵、向田壮一、白石一浩　


